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	考える力を育む５日間
	募集案内

	JWU HOMEI SUMMER SCHOOL 2026 開催にあたって
	学校法人日本女子大学 理事長　今市涼子
	　日頃より、本学の教育活動に格別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
	　日本女子大学附属豊明幼稚園および小学校の子どもたちを対象に、「JWU Homei Summer School」をさらに充実させ、2026年7月の実施に向けて準備を進めています。これまでの開催では、子どもたちの積極性や探究心が十分に発揮され、参加した子どもたち、そして保護者の皆様にもご満足いただけるプログラムを提供することができました。
	　2026年度のプログラムでは、「グローバル教育」と「STEAM教育*」に加え、昨年度から導入した「キャリア教育」を継続し、多様な学びの機会を提供します。グローバルな視野で物事をとらえる力と理系分野への関心を育むとともに、将来柔軟にキャリアを捉え、生き抜く力としてアントレプレナーシップマインドを培います。今年度は「森の生き物」をテーマに自然への関心を深める学びを取り入れ、SDGsの視点も踏まえた内容を準備しています。
	　本学の一貫した教育体制のもとでこそ実現できる多彩なプログラムを通して、子どもたちが主体的に学び、未来への視野を広げる機会となることを 願っています。


	日本女子大学附属豊明小学校 校長　宮城和彦
	日本女子大学附属豊明幼稚園 園長　吉岡しのぶ
	PROGRAM ADVISORS
	PROGRAM PLANNING & DIRECTION
	JWU HOMEI SUMMER SCHOOL とは？
	親しみのある環境で、LEARN IN ENGLISH!
	JWU ならではのグローバル＆STEAM＆キャリア教育

	JWU HOMEI SUMMER SCHOOL 2026 募集概要
	期間
	会場
	参加費
	幼稚園年長・小１　　58,000 円（税込） 小２～ 小６　　　　   78,000円（税込） ※ 理科教材費を含みます。 ※アフタースクールについては、P.8をご覧ください。

	お申込方法
	募集人数
	キャンセルポリシー
	ランチ

	JWU HOMEI SUMMER SCHOOL クラスの特徴
	英語を楽しく学びながら、自分の意見を 発表できるようになる時間。2026年は、 「森の生き物」をテーマにしています。
	英語 (English)　
	Team Activity (T.A.)
	キャリア 教育
	理科実験
	クラス毎やチーム対抗のアクティビティ。メダル獲得など、週を通じて他のチームとの交流が待っています。

	Physical Education (P.E.)
	SDGs & Art
	少しでもよりよい社会にするために、自分ができることは何でしょうか。廃材を使ってアート作品も創ります。
	ネイティブ講師とともにからだを動かしましょう。小４からは大学でクライミング*にも挑戦！　学年により、水泳が実施される可能性があります。
	職業にまつわる英語表現を覚えたり、なぞなぞに答えたりします。ものを販売する体験を通して、「どんなものが売れるのか」を考えます。

	Information and Communication Technology (ICT)
	（小２～小６のみ） 指示はすべて英語、でもお話やイラストに沿って比べたり順番を整理したりすることで、答えを導き出します。自ら考えることで、論理的思考を養います。
	わくわくドキドキする実験。 手を使いながら、身の回りの さまざまな現象について学び ましょう。 年長　磁石で魚釣り 小１　アニメーターになろう 小２　ドライアイス実験 小３　モビールを作ろう 小４　もしもし糸電話 小５　プラネタリウムで観察 小６　顕微鏡の世界 （予定） 　


	JWU HOMEI SUMMER SCHOOL アフタースクールプログラム
	少しでも英語に長く触れたい、学校に長くいたい、というご要望に応えて、アフタースクールプログラムをご用意しています。 申込時に、アフタースクールプログラムのご希望についてもお知らせください。 7月21日（火）から24日（金）までのプログラムで、最終日の25日（土）は実施しません。
	A. 特別クラス（小４〜小６対象） 英語を勉強する！　小学校内で、ネイティブ講師による英語特別クラス さまざまなアクティビティを通じて英語表現に繰り返し触れ、コミュニケーションの 実践を積みます。 スクール終了後の15:00〜16:00 4日間　10,000円（参加が4日間を下回っても、同一金額）
	B. クラブ活動（小２〜小６対象） 英語で遊ぶ！　小学校内で、ネイティブ講師による子ども向けクラブ活動 カードゲーム、工作、球技など活動は日替わり。友だちと関わりながら、楽しく 過ごします。 スクール終了後の15:00〜16:00 4日間　8,000円（参加が4日間を下回っても、同一金額）
	C. JWUほうめいこどもクラブ 子どものみの帰宅は16:30まで、それ以降は18:30までにお迎え 年間登録料10,000円と1日あたり3,000円の利用料がかかります。 ほうめいこどもクラブへ直接お申し込みいただきます。　http://homeihoukago.jp/

	A. 特別クラス
	B. クラブ活動
	C. JWUほうめい こどもクラブ

	タイムテーブルの例 （年長・1年生）
	TUE
	WED
	THU
	FRI
	SAT
	9:15-9:25
	Check-in
	9:30-9:45
	Team Activity
	Team Activity
	Team Activity
	Team Activity
	Team Activity
	1 10:00-10:40
	P.E.
	Science

	P.E.
	SDGｓ＆ Art
	2 10:55-11:35

	P.E.
	English
	11:40-12:40
	Lunch
	12:45-13:00
	Homeroom
	13:00-
	(Afterschool Activity) 1年生のみ



	タイムテーブルの例 （2年生～6年生）
	TUE
	WED
	THU
	FRI
	SAT
	9:15-9:25
	Check-in
	9:30-9:45
	Team Activity
	Team Activity
	Team Activity
	Team Activity
	Team Activity
	1 10:00-10:40
	P.E.
	SDGs & Art
	Science
	2 10:55-11:35
	3 11:50-12:30
	Career Education


	P.E.
	ICT
	Lunch
	Homeroom

	12:35-13:35
	Lunch
	Lunch
	4 13:40-14:20
	Career Education
	English


	ICT
	14:25-14:40
	Homeroom
	15:00-16:00
	(Afterschool Activity)



	申込から参加までの流れ
	１. 参加 申し込み
	HSSオフィスに申し込み情報が届いた時点で、「受付完了」メールをお出しします。 抽選結果は、2026年4月30日までに発表します。

	２.  申込・参加 契約の成立
	本申込へ進んでいただく方へ、HSSオフィスより「参加通知」メールが届きます。 ・基本情報 ・メディカルフォーム ・映像使用確認書 をオンラインフォームにてご提出ください。
	４. キャンセル 待ち
	３. キャンセル
	契約完了後、事由によりキャンセルを希望する場合は、HSSオフィスにメールで連絡して下さい。
	クラス定員を超えるお申し込みがあり、抽選により参加に進めなかった方のうち、各学年最大10名まで、HSSオフィスより「キャンセル待ち」メールが届きます。
	キャンセル待ちを取り消す場合は、HSSオフィスにメールにて取り消しの連絡をお願いします。



	JWU HOMEI SUMMER SCHOOL 2026 申込規約
	お申し込みされる前に必ずお読みください。ご不明な点があれば、（学） 日本女子大学「JWU Homei Summer School」事務局 にお問い合わせください。
	第1条　申込み条件  1. 当プログラムの申込みは、参加者の保護者が行う。  2. 申込みの基準となる参加者は日本女子大学附属豊明小学校在籍児童（1年生～6年生）および附属豊明幼稚園年長児を対象とし、学年は、当プログラム実施年の4月2日時点における、学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）に基づく学年とする。  3. 参加者に食物アレルギー、基礎疾患、慢性疾患、既往症がある場合、保護者は、食物アレルギーによるアレルギー反応の重症化の可能性も事前に把握の上、保護者の責任において主治医の了解を得る等をして当プログラムへの参加が適切であるか判断し、かつ、参加通知受領時にメディカルフォームに記載の上HSSオフィスに提出する。また主治医の了解を得た場合は、保護者はその内容をHSSオフィスに共有する。なお、参加者が重症化した場合、HSSオフィス は一切の責任を負わない。  4. 参加者が健康であっても、新型コロナウイルス感染症、ノロウイルス、手足口病等の感染、又は重症化リスクの可能性もあることを事前に把握の上、保護者の責任において当プログラムへの参加が適切であるか判断する。なお、参加者が感染又は重症化した場合、HSSオフィスは一切の責任を負わない。  5. 参加者が当プログラム参加にあたり支障となる障がい等がある場合、又は、その疑いがある場合、保護者は参加通知受領時にメディカルフォームに記載の上HSSオフィスに提出する。メディカ ルフォームの申告内容が不十分であるため、HSS オフィスがスタッフ確保など適切な対応ができず参加者の安全が確保できない（当プログラムの円滑な運営を妨げるおそれがある）と判断した場合、HSSオフィスは、参加者の参加資格の取消し等の必要な措置を講じる。   6. その他、参加者が当プログラムの円滑な運営を妨げるおそれがあると判断した場合、HSSオフィスは、参加者の参加資格の取消し等の必要な措置を講じる。

	2. 募集したクラスの参加者が最少催行人数に満たない場合、そのクラスに限りプログラムが変更もしくは中止されることがある。HSSオフィスから申込み締切の翌日から1週間以内に変更もしくは中止を保護者へ連絡する。
	第3条　申込及び参加契約の成立  1. 当プログラムの参加の申込（以下「申込」という。）は、保護者からのオンライン申込みをHSSオフィスが受領し、受付完了を知らせるメールを送信した時点で成立する。参加契約は、参加者の決定後、HSSオフィスから当プログラム参加を承諾する旨のメール（以下「参加通知メール」という。）を送信した時に成立する。  2. 参加通知メールの送信先は、申込み時に記載された保護者のメールアドレス宛とする。なお、HSSオフィスが同メールアドレス宛に発送したときは、保護者に参加通知メールが到達しない場合もその責めを負わないものとし、本規約において以下同様とする。  3. 当プログラムの参加に関する契約（以下「本契約」という。）は、保護者が申込時に参加費等（年長・小1: 58,000円、小2〜小6: 78,000円、その他関連費用）の支払いに同意し、その同意がHSSオフィスにて確認された時に成立するものとする。  4. 申込み多数の場合は、HSSオフィスが定める抽選方法により参加者を決定する。抽選方法、選考過程および結果に関する個別のお問い合わせには応じないものとする。
	第4条　参加のキャンセル待ち 1.キャンセルについては、契約成立時点からプログラム開始日の11日前までとし、それ以降は欠員となった場合も繰り上げを行わない。申込みをした学年・日程が定員に達している場合、キャンセル待ちの定員に達していない限り、申込みに係る参加者は自動的に参加のキャンセル待ちとなる。この場合、HSSオフィスは保護者に対し、参加のキャンセル待ちの通知メールを、申込み時に記載された保護者のメールアドレス宛に送信する。 2.当プログラムの申し込みが定員に達した以降、キャンセルにより空きが出た場合、HSSオフィスはキャンセル待ちの保護者に対し、前項のメールアドレスに通知する。 3. 参加のキャンセル待ちとなった保護者が本契約成立前にキャンセル待ちを取り消す場合、HSSオフィスに取消しの連絡をする。この場合、第9条のキャンセル料は発生しない。 4. 申込みに係る参加者がキャンセル待ちになった場合であっても、次年度の申込みに関して、先行申込みの対象になるなどの有利な取扱いはなされない。
	第6条　ランチ 1. 本規約においてランチとは、開催日に、委託業者が調理して提供する食事をいう。お弁当持参は原則なしとし、全員ランチを食べる。急な体調不良などによりHSSオフィスへの情報共有が必要な場合は、連絡を取ること。それ以外に、保護者の判断でお弁当あるいは補完する食品を持参することに関して、HSSオフィスは関知しない。 2. ランチは持ち帰り禁止とする。
	第8条　支払い方法 1. 参加費等本規約に基づく保護者のHSSオフィスに対する費用の支払いは、学費の引き落としに登録されている銀行口座から引き落とすものとする。引き落とし日は、HSSオフィスより連絡し、引き落としにかかる手数料は学校法人日本女子大学が負担する。 2. HSSオフィスの指定した期日までに、学費引き落とし口座が残高不足等により支払いを完了できない場合、又は指定した期日以降に参加申込みが完了した場合、HSSオフィスは保護者に必要な対応を依頼する。保護者はこの依頼に対し、1週間以内に必要な対応を行うものとする。
	第9条　解約及びキャンセル料 1. 保護者は、いつでも、参加者又は保護者の都合で、当プログラムの申込又は本契約を解約し終了することができる。 この場合、保護者は、HSSオフィスにメールで連絡する。  2. 参加者もしくは保護者の都合又はその責めに帰すべき事由により本契約が終了する場合、保護者はHSSオフィスに対し、本契約の終了時点を基準に、次のキャンセル料を負担する。  プログラム開始日の50日前よりキャンセル料が発生する。  契約完了時よりプログラム開始日の51日前まで キャンセル料なし 5月31日まで  プログラム開始日の50日前〜31日前 20% 6月1日から6月20日まで  プログラム開始日の30日前～21日前 50% 6月21日から6月30日まで  プログラム開始日の20日前～11日前 80% 7月1日から7月10日まで  プログラム開始日の10日前以降 100% 7月10日以降 3. 前項に定めるキャンセル料が発生する場合は、いったん参加費全額を当該口座から引き落とし、前項に定めるキャンセル料を参加費から控除した額を、後日返金するものとする。  4. 返金は、原則として学費引き落とし口座へ行う。別口座への返金を希望する場合は、保護者が申し出るものとする。返金にかかる振込手数料は主催者負担とする。  5. キャンセル料は、参加費に含まれるすべての費用（教材費、保険料、ランチ費等）を対象として算出する。アフタースクール等の追加プログラムがある場合は、その費用の取扱いは別途定める。
	第10条　HSS オフィスによる解除等 1. 申込みの内容その他保護者から提供された情報が事実と異なる場合、HSSオフィスは申込又は本契約を解除することができる。 2. 保護者がHSSオフィスに対し、必要以上にスタッフを拘束した場合など合理的な範囲を超える負担を求めたとHSSオフィスが判断した場合、HSSオフィスは申込又は本契約を解除することができる。 3. 当プログラム開催期間中に参加者が当プログラムの趣旨・約束・禁止事項等に違反した場合、又は、他の参加者もしくは当プログラムに損害を与える行為をした場合、又は、他の事由により当プログラムの円滑な運営を妨げるおそれがあるとHSSオフィスが判断した場合、その他HSS オフィスが必要と認めた場合、HSSオフィスは、参加者の参加資格の取消し等の必要な措置を講じる場合がある。 4. 本条第１項から第3項の事由により申込又は本契約が解約又は解除された場合、HSSオフィスは解約又は解除に関する補償を一切行わない。又、HSSオフィスは、解除の理由を開示する義務を負わない。
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